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連立方程式の文字消去
について、既習事項を
活用することで問題解
決が図れることを実感
させるために

定義と性質の違いを理
解しやすくするために

000

（ア）授業のはじめの既習事項の確認に
　例１　２章連立方程式　等式の性質
　連立方程式の解き方として、１
つの文字を含む方程式を導くこと
ができれば、その連立方程式を解
くことができる。そのために、等
式の性質を活用して１つの文字を
消去することを考える。そのもと
となる考え方が、MathNaviブック
p．８である。
　本単元の「ひろげよう」でも、
よく似た問題が用意されているが、
連立方程式の例となる問題を、す
でに小学校で解いてきていること
をふり返ることができると、本編
の学習内容への理解も進みやすい。
特に、MathNavi ブックp．８では、
「花びん１個」が２つの数量関係を
表す条件文のはじめに出てくるこ
とや、図でも差し引きの様子がと
らえやすいので、小学校の復習（既
習事項の確認）として、授業のは
じめに読ませたり、解かせたりす
るとよい。
さらに、本編 p．38の「ひろげよう」
について、学習した後、もう一度
このMathNavi ブックp．８の例で
も、花びん１個の値段を x円，ば
ら１本の代金を y円として考えさ
せたい。そうすることで、小学校
の学びとのつながりが見え、文字
でも適用させていくことの理解が
深まり、学習の広がりを実感させ
ることができる。

　例２　５章図形の性質と証明　二等辺三角形の定義と性質
　証明の基本内容となる三角形を使った問題場面で、仮定と結論を混同す
る生徒や定義と性質を混同する生徒は、初期の段階でよく見られる。特に、
二等辺三角形は、小学校から慣れ親しんできた図形であるので、「２つの
辺が等しい」や「２つの角が等しい」ことは知っている。しかし、今後の
様々な証明問題にあたっていくときに、定義と性質は区別しておきたい。

Math Navi ブックを活用した指導Ⅱ
2.「学びをつなげよう」の活用例

　　直角をはさむ 2 辺のうちの 1 辺の長さを x cm とすると，残りの辺
　の長さが ( 14－x ) cm と表されること，また，2 次方程式を解いて得
　られた解が，問題の答えとして適切であるかどうかを調べることなど，
　数式と図形を統合的に把握する見方や考え方を大切にしたい。

　　円周角の定理を利用して角の大きさを求めることと，三平方の定理
　を利用して弦の長さを求めることを，総合的に活用して問題を解決し
　ようとする考え方や，円内に 3 つの角が 90°，60°，30°である直角三角
　形を見いだそうとする態度を大切にしたい。

　　座標平面上にかいた図形が，どのような図形であるかということに
　関心をもち，三平方の定理の逆を活用して調べようとする態度を大切
　にしたい。

7

指導の要点

　　直角をはさむ 2 辺のうちの 1 辺の長さ

　を x cm とすると，
　　x ＋(14－x) ＝10 
　　これを解いて，x＝6，8
       x＝6　のとき，14－x＝8
       x＝8　のとき，14－x＝6
　であるから，どちらの場合も直角をはさ
　む2辺の長さは，6 cmと8 cmである。
　　　　　　　　　　　　　6 cm と 8 cm

　　⑴　180 m　　　⑵　216 m

　　4　　：AH＝2：　　より，
　　　AH＝6
　　　　　　　　　　　　　　 AH＝6 cm
　　4　　：BH＝2：1　より，
　　　BH＝2　　
　　　CH＝AH＝6
　　　BC＝BH＋CH＝6＋2　　
　　　　　　　　　     BC＝6＋2　 (cm)
　　CA：6＝　　：1　より，
　　　CA＝6　　
　　　　　　　　　　　　 CA＝6　 cm
　　また，△ABC の面積は，

　　　　×(6＋2　　)×6＝18＋6　　

　　　　　　　　　　　　18＋6　 (cm )

　　中心 O から弦 AB に垂線 OH をひく。
　　∠AOB＝120°だから， ∠AOH＝60°
　　4：AH＝2：　　より，
　　　AH＝2　　
　　　AB＝2AH＝4　　
　　　　　　　　　　　　　　　4　  cm

　　⑴　AB＝5，BC＝5，CA＝5　　　
　　⑵　AB ＋ BC ＝ CA　だから，
　　　∠B＝90°の直角二等辺三角形
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指導書の紹介

教科書編集の基本的な考え方やページごとの意図など，ご指導にあたって知っていただきたい事項や，　授業で役立つ資料などを豊富に取りそろえた以下の指導書を用意しています。

教科書の記述の背景にある，数学史，数学教育史など，数学をご指導される上で前提として知っておいてい　 ただきたい情報をまとめています。
各領域の指導内容の根底にある考え方や，昨今の数学教育で重視されるポイント，評価の規準や方法につい　 ても詳しく解説しているので，若手の先生への研修にも活用できます。

通 論

詳 説

第1部

第2部

各章ごとの目標・配当時間表から，学習指導案，指導実践例
など，指導計画を組み立てる上で必要な情報を集約しています。
今回新設したMathNaviブック（別冊）の各コーナーの活用方法
や，ICTを活用した指導のアイデアも紹介しているので，授業を
計画的に進めたり，多様な授業展開を行うために役立ちます。

教科書本冊の各ページごとに，指導の要点や，注意点，問題
の略解などを解説しています。生徒に準備させたい準備物など
指導の参考になる情報も充実しており，授業に必要な情報がコ
ンパクトに収まっています。
※朱註編単体での販売も行っています。

MathNaviブック（別冊）についても様々な場面での活用方法
をご紹介いたします。ぜひご指導に活かして下さい。

①KeirinkanDB	System（p.68で詳しく紹介）
②指導用デジタル教科書「未来へひろがる　		数学 1〜 3」（仮称）体験版

章末の問題には，それぞれの問題で，どのような観点から評
価できるかを示しているので，観点別の評価にも役立ちます。

指導書付録DVD-ROM
（第2部詳説に付録します）

収録ソフト
（予定）

朱註編（教科書縮刷版）

指導研究編（別冊1）
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　　⑴　図の上半分にある半円を平行移動すると，

　　　縦 5 cm，横 10 cm の

　　　長方形の面積におき

　　　かえることができる。

　　　この面積は，

　　　　5×10＝50（cm ）

　　⑵　色をつけた部分の面積は，円から内側の正方

　　　形をひいて求められる。また，内側の正方形の

　　　半分である。

　　　だから，求める面積は，

　　　　π×5 －10×10×　　＝25π－50（cm ）

　　⑶

　　　　　　　　　　－　　

　　　　　　　　　　＝

　　　　　　　　　　＝π×102×　  －10×10×

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　＝25π－50（cm ）

　　　求める面積は，　　の 2 倍だから，

　　　　（25π－50）×2＝50π－100（cm ）

　　　□

　　　直線　を対称の軸として，点 B を対称移動した

　　　点を C とする。

　　　AP＋BP が最短になるのは，AP＋CP が最短に

　　　なるときである。

　　　これは，A，P，C が一直線に並ぶときだから， 

　　　直線 AC と　の交点を P とすればよい。

本冊 p.164 ～ p.16548

考え方

考え方　　
　　点 P を通る辺 AB の垂線をひき，DC との交点を

　　Q とする。

　　線分 AB の垂直二等分線をひき，円 O との交点

　　を P とする。

　　∠POQ=90°

　　300°

　　P　周の長さ 4π＋8 (cm)

　　　　面積 8πcm
　　Q　周の長さ 8π＋8 (cm)

　　　　面積 8πcm

考え方
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　　下の四角形 ABCD で，AD // BC
　ならば，　△OAD∽△OCB であるこ

　とを右のように証明しました。　　
　にあてはまるものを書き入れなさい。

　　次の図で，PQ // BC のとき，x，

　yの値を，それぞれ求めなさい。
⑴

⑵

［証明］

　△OAD と △OCB で，

　対頂角は等しいから，

　　∠AOD=∠　　　　　　　…①

　AD // BC で，錯角は等しいから，

　　∠OAD=∠　　　　　　　…②

　①，②から， が，それ

　ぞれ等しいので，

　　△OAD　　△OCB

⑶

⑷

70

組 番 名前5 章 ③小テスト

組 番 名前5 章 ④小テスト

1

1

p. 121教

p. 117教

教科書編集の基本的な考え方やページごとの意図など，ご指導にあたって知っていただきたい事項や，　授業で役立つ資料などを豊富に取りそろえた以下の指導書を用意しています。

教科書の記述の背景にある，数学史，数学教育史など，数学をご指導される上で前提として知っておいてい　 ただきたい情報をまとめています。
各領域の指導内容の根底にある考え方や，昨今の数学教育で重視されるポイント，評価の規準や方法につい　 ても詳しく解説しているので，若手の先生への研修にも活用できます。

教科書にも解答を掲載していますが，さらに詳しい解答をご用
意しています。必要な部分をコピーしてそのまま配ることもできる
ようになっているので，授業中に十分に解説できなかった問題
があった場合などのフォローとしても使用することができます。

小テストや力だめしなど，授業で役立つプリントを，コピーしてそ
のまま使用できる形で収録しています。定番のプリントを使用す
る際のプリント作成の時間を節約できます。収録されているプリ
ントのデータは後述のKeirinkanDB Systemにも収録しています。

章末の問題はもちろん，数学広場の課題にも詳しい解答を用
意しました。自学で取り組んだ生徒にコピーして配ることもで
きます。

①KeirinkanDB	System（p.68で詳しく紹介）
②指導用デジタル教科書「未来へひろがる　		数学 1〜 3」（仮称）体験版

※②の概要は，この内容解説資料のD「ICT編」及び
　付録CDでご確認いただけます。

それぞれのプリントには，組・番号・名前を記入する欄を設
けているので，そのままコピーするだけで，配布して，回収す
るためのプリントとして使用できます。

詳解編（別冊3）

コピー資料集（別冊2）
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　　　　　　　　　　   なら，こうした先生方のお悩みを，
次のように一挙に解決できます。

問題管理・プリント自動作成ツール

　　　　　　　　　　   の紹介

指導書（第2部	詳説）には，
このシステムを収録したDVD-ROMを無料で付録 しています。
ぜひ，ご指導の中でご活用下さい。

生徒指導や
授業研究でご多忙の先生方に
朗報です！

教科書・指導書中の問題のWordデータがほしい！

x，yなどが教科書と同様の形（   ，　）になっているフォントがほしい！

こうしたご要望を，たった1つのシステムで実現いたします。

教科書・指導書中の問題の
Wordデータを，章ごと，
コーナーごとに整理して収録！

教科書の問題のWordデータを
ベースに，オリジナルの問題・
プリントが作成可能！

x，yなどが教科書と同様の
形（   ，　）になっている
フォントを収録！

収録されている問題の
データベースに，
自作の問題を追加可能！

教科書の問題の数値を変えて，
自作の問題やプリントを簡単に作成したい！ 自分で作ったオリジナルの教材を

データベース化して管理したい！

期末テスト

組 番 名前 点

１ 右の図で，四角形 ABCD∽四角形 EFGH で

あるとき，次の問いに答えなさい。

⑴ 四角形 ABCD と四角形 EFGH の相似比を

求めなさい。

⑵ EF の長さを求めなさい。

⑶ ∠H の大きさを求めなさい。

２ 次の図で，x，y，z の値を求めなさい。

⑴ BC//PQ ⑵ BC//PQ 

  

⑶ 直線 p，q，r は平行

  

問題を選ぶ プリントする流し込む

プリント作成はたった3ステップ
STEPSTEPSTEPSTEPSTEPSTEPSTEP

11
STEPSTEP

期末テスト

１

STEPSTEPSTEPSTEPSTEP

22
STEPSTEPSTEPSTEPSTEPSTEPSTEP

33

※KeirinkanDB	Systemは，Microsoft	Wordのアドインソフトです。
　（Microsoft	Wordは，マイクロソフト社の登録商標です。）
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　この斜面で，ボールがころがりはじめてからの時間をx秒，
その間にころがる距

きょ

離
り

をymとします。
　このとき，
　　xの値を決めると，yの値がただ 1つに決まる
ので，yはxの関数になります。

4章

1節

関数 y=ax 2 

関数とグラフ

これまでに学んだ比例や反比例，一次関数とは違う

新しい関数について学びましょう。

　下の写真は，ボールが斜
しゃ

面
めん

をころがるようすを，0.1秒ごとに
写したものです。

どんな関係になっているかな？

みんなで話しあってみよう

　上で調べた関数は，これまでに学んだ関数とどんな違
ちが

いが

あるでしょうか。

　前ページのxとyの関係を，下の
表にまとめましょう。
　また，つくった表をもとにして，
対応するxとyの値の組を座標と
する点を，右の図にかき入れましょう。

y

x
0.1

0.1

0.2

0.3

0.4

O 0.2 0.3 0.4

比例の関係　y＝2x

x

y

… 0

… 0

1 2 3 …

2 4 6 …

x

y

… 0

… ×

1 2 3 …

6 3 2 …

一次関数　y＝x＋1

x

y

… 0

… 1

1 2 3 …

2 3 4 …

反比例の関係　y＝─6x

y

x
O 1 2 3

2

1

－1

－1

3

4

5

6

4

y＝2x

y＝x＋1

y＝─6x

x

y

0 0.1

0 0.02

0.2 0.3 0.4 0.5

0秒
0.1秒後

0.2秒後

0.3秒後

0.4秒後

0.5秒後

（m）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5
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O 0.2 0.3 0.4

比例の関係　y＝2x

x

y

… 0

… 0

1 2 3 …

2 4 6 …

x

y

… 0

… ×

1 2 3 …

6 3 2 …

一次関数　y＝x＋1

x

y

… 0

… 1

1 2 3 …

2 3 4 …

反比例の関係　y＝─6x

y

x
O 1 2 3

2

1

－1

－1

3

4

5

6

4

y＝2x

y＝x＋1

y＝─6x

x

y

0 0.1

0 0.02

0.2 0.3 0.4 0.5

0秒
0.1秒後

0.2秒後

0.3秒後

0.4秒後

0.5秒後

（m）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5
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